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　小金井市議会は、２０１１年３月、市民の陳情書を採択したことを受け、全会派の
代表者による議会基本条例策定代表者会議を設置し、協議を進めてきました。
　２年近くの協議を経て、条例（案）としてまとめることができました。そこで、
市民の皆様にもご理解をいただくため、議会基本条例特集号を発行しました。今
後、皆様のご意見を参考に、完成に向けて取り組んでいきます。

　「議会基本条例ってなに？」と言う疑問を多くの皆様が
お持ちなのではないでしょうか。「市民にとってどう関
係があるの？」の声も聞こえてきます。
　地方自治制度は、市民から選ばれた市長と議員が、市
民の代表としてそれぞれの役割を発揮し、市民の福祉の
増進をめざします。
　国会は、国会議員から首相を選びますが、市長は市議
会議員からではなく、市民の選挙によって選ばれます。
　議会は、市長が適切に市政運営を行っているかチェッ
クし、予算や条例案などの妥当性を判断し、決定してい
きます。また、市民の皆様の願いを実現するため、必要
に応じて市長に対し政策を立案し、政策提言を行います。
　小金井市議会は、議会の機能を発揮するため、これま
で議会運営のあらゆる分野で議会改革を行い、市民に開
かれた議会、自由かっ達な質疑の保障、少数会派の活動
も認め合う議会をめざし活動してきました。この議会基
本条例はこれまで積み上げてきた議会運営の基本的な考
え方やルールを整理し、策定するものです。
　また、小金井市議会が更なる市民福祉の増進及び市政
の発展に寄与するため、議会の最高規範として、議会運
営の理念、議会や議員の活動原則や市民参加を推進する
ルールを明文化したものです。
　この議会基本条例制定後は、市議会としての実践を経
ながら、さらによりよいものにしていくため検証・見直
しを行っていきます。

特集号の４面に議会基本条例
（案）のパブリックコメント、
市民説明会のご案内を掲載し
ていますので、ご覧ください。

災害時に速やかに対応します（第６条関連）７
議会として、災害時の対応を速やかに行えるようにします。

市長に対し、政策提案の経過など説明責任を求めます
（第１３条関連）

６

市長が提案する政策等について、発生源、法的根拠、財源などを明らか
にするように求めます。

政策検討会を設置し、条例提案等を行い、市民の要望に
お応えします（第１７条関連）

５

市議会の全会派が一致した課題については、政策検討会を開催し、条例
提案を行い、市民福祉の増進に努めます。

広報協議会を設置し、広報の充実に努めます（第１１条関連）４
これまで市議会だよりの編集のみだった議会報編集委員会を格上げし、
市議会の正式な会議と位置づけました。市議会だより、ホームページの
改善を進め、広報の充実に努めます。

議会報告会を開催します（第１２条関連）３
年に１回以上議会報告会を開催し、市議会の状況を市民に直接お話しし
ます。

市民の声を聴く機会を設けます（第９条関連）２
議案、請願・陳情の審議及び審査にあたって、市民や関係者の意見を伺
います。

市民にわかりやすく、開かれた議会にします（第２条関連）１
市民の皆様にとって、わかりやすく、開かれた議会にします。

　議会基本条例を制定している市議会は、全国の市議会のうち３４１市（２０１４年９
月現在、都道府県、町村議会も含めると５７１議会）です。多摩２６市では８市が

制定しています。２０００年に施行された地方分権によって、各自治体は自己決定権が拡大されたと
いわれています。これに対応するため市町村は、自治基本条例や市民参加条例を制定するなど、
市政運営のルールが整備されてきました。
　一方、議会ではこうした規範となる条例がない中で、議会に対する市民の不満や批判が顕著に
なっています。全国的な調査で、議会に満足している人が１０数％、満足していない人が５０％を超
えるという数字が出ています。
　議会の存在意義が問われる状況がうまれていることに、多くの議会が危機感を持ち、どうすれ
ば「住民自治の根幹」をなす機関として、役割を果たせるのかという問題意識から、機運が高ま
り、議会基本条例の制定が全国的に広がったものです。
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議会基本条例って何？

背景

小金井市議会基本条例の策定に向けて取り組んでいます
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②　議会報告会の開催時期、場所、議員の役割など詳細については、議会運営委員会が設置する実行委
員会で決めることから、別に定めるとしています。

　第４章　市長と議会の関係 
 

【解　説】
①　議会は、二元代表制の下、市長と相互に独立かつ対等で緊張感ある関係を保ち、それぞれの責任を
果たしていく必要があることを定めています。

②　議会が市長の事務の執行の監視及び評価など、議事機関としての責務を果たすため、必要と認める
場合には、主に議会としての決議、議員の一般質問、議案に対する修正、委員会における質疑の手法
により、政策立案及び政策提言等を行い、市長に適切な措置を求めることを定めています。

③　議会が、議案及び各種計画の審議に当たって、市長に資料の提出、情報の提供を求めることができ
ることを定めています。

④　市長が提案する重要な計画、政策、施策等（以下「政策等」という。）について、議会における十分
な審議を行うため、市長に対して、次に掲げる事項について、その説明を求めることができることを
定めています。

　⑴　政策等の発生源及び背景
　⑵　提案に至るまでの経緯
　⑶　市民参加の実施の有無及びその内容
　⑷　他の自治体の類似する政策との比較検討
　⑸　総合計画における根拠又は位置付け
　⑹　政策等の実施に係る財源措置
　⑺　将来にわたる政策等の効果及びコスト
⑤　議員は、議案等の審議に当たって、論点を整理して明瞭でわかりやすい質疑を行うこととしていま
す。また、市長が、議員の質問に対して質疑の論点および趣旨を確認することを認めています。

 

【解　説】
　市長報告は、原則として市長に権限があります。議会は、市長より市の重要事項について、本会議に
おいて報告を受けています。しかし、場合によっては議会として重要かつ必要と判断した事項について
は、議長を通じ、議会からも市長に報告を求めることができるよう定めています。現に議会の求めに応
じて市長が実施してきた経過があります。

 

【解　説】
　全員協議会は、議長が全議員を招集し、議会の運営や市の重要政策について研究及び協議する場です。
　また、全員協議会は、市長からの依頼または議員からの要請があった場合に開催しますが、その判断
は議長に委ねられています。

 

【解　説】
　長期総合計画基本構想については、国の地域主権改革の下、平成２３年５月２日に「地方自治法の一部
を改正する法律」が公布され、法的な策定義務がなくなり、策定及び議会の議決を経るかどうかは市の
独自の判断に委ねられることとなりました。
　議会は、長期総合計画基本構想の策定等については、議決に付すことを定めています。
　また、法第９６条第２項では、議会が議決事項を追加することが認められています。その際には、議会
の合意に基づき本条文に追加していくものとします。
　別に条例で定めるものとして「小金井市名誉市民条例」で規定されています。

　第５章　政策立案に関する調査及び研修 
 

【解　説】
①　議会としての権能をより高めるため、議員提案条例をはじめとする政策立案及び政策提言を積極的
に行うよう努めることを定めています。

②　第１項の機能をより強化するため、法第１００条の２に基づく外部の学識経験者等による調査、政策検
討会の設置、必要に応じた調査、研修及び視察の実施、学識経験を有する者等による議会研修会を行
うことを定めています。

　　なお，政策検討会は全会派が一致した市政の課題を検討し、政策立案するための組織です。

 

【解　説】
①　政務活動費は、会派が行う調査研究、研修、広報、広聴等の、会派として市政の課題及び市民の意
思を把握し、市政に反映させるために必要な活動に要する経費に対して、市から交付を受け、活用す
ることを定めています。

　（市長と議会の関係）
第１３条　議会は、二元代表制の下、市長と相互に独立かつ対等で緊張感ある関係を保持するものとする。
２　議会は、市長の事務執行が適正かつ公正及び効率的に行われているかについて、監視し、及び評価
するものとし、必要と認める場合には、政策立案及び政策提言を通して市長に適切な措置を講ずるよ
う求めるものとする。

３　議会は、議案等の審議に当たって、市長に資料の提出又は情報の提供を求めることができる。
４　議会は、市長が提案する重要な計画、政策、施策等について、その形成過程の説明を求めることが
できる。

５　議員は、議案等の審議に当たっては、適切に論点を整理し、質疑するものとする。この場合におい
て、質疑の論点又は趣旨を確認するため、市長が発言を求めた場合には、議会は、その発言を認める
ものとする。

　（市長報告）
第１４条　議会は、市政の重要事項について、市長の報告を求めることができる。

　（全員協議会）
第１５条　全員協議会は、議会の運営及び都市計画その他重要政策に関する研究及び協議を行う場合に、
議長が招集し、開催するものとする。

　（議会の議決事項の追加）
第１６条　地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」という。）第９６条第２項に規定する議会の議決事
項については、市民の代表機関である議会が、市政における重要な計画等の決定に参画する観点と、
同じく代表機関である市長の政策執行上の必要性を比較考量の上、次のとおり追加するものとする。

　⑴　長期総合計画基本構想の策定、変更及び改廃に関すること。
　⑵　その他別に条例で定めるもの

　（調査及び政策立案）
第１７条　議会は、その機能を十分に発揮し、積極的に政策立案及び政策提言を行い、市の政策水準の向
上を図るよう努めるものとする。

２　議会は、前項に規定する機能の強化を図るため、次に掲げる制度を活用することができる。
　⑴　法第１００条の２の規定に基づき、学識経験を有する者等に調査をさせること。
　⑵　政策立案のために、政策検討会を設置すること。
　⑶　必要な調査及び視察を実施すること。
　⑷　各分野の専門的な知識を高めるために、学識経験を有する者等による議会研修会を実施すること。

　（政務活動費）
第１８条　会派は、市政に係る調査研究その他の活動に資するため、政務活動費の交付を受け、活用する
ものとする。

２　政務活動費の交付に関し必要な事項については、小金井市議会政務活動費の交付に関する条例（平
成１３年条例第１８号）に定めるところによるものとし、使途基準については、議会の役割及び活動状況
を踏まえるものとする。

３　議会は、政務活動費の使途及び結果について、公開するものとする。
４　会派は、政務活動費の使途及び結果について、説明責任を果たさなければならない。

②　政務活動費の交付に関して必要な事項については、「小金井市議会政務活動費の交付に関する条例」
で定めています。
　　使途基準については、透明性を高め、適切な執行をするために「政務活動費に関するマニュアル」
を作成しています。
③　議会では、政務活動費の全ての支出について領収書又は支払証明書の添付を義務付けています。
　政務活動費に係る収入・支出報告書並びに支出調書については、総務課情報公開コーナー、議会図書
室、議会応接室にて閲覧することができ、平成２７年６月より市ホームページにおいても公開していま
す。
　　また、領収書及び支払証明書については、総務課情報公開係で情報公開請求を行うことにより、閲
覧又は写しの交付を受けることができます。
④　会派は、政務活動費に係る収入・支出報告書並びに支出調書について、説明責任を果たさなければ
ならないことを定めています。

 

【解　説】
①　議会は、議長の統理する事務を遂行するため、法第１３８条第２項の規定により、「小金井市議会事務
局設置条例」を定めています。

　　議会に関する事務及び職員の服務については、「小金井市議会事務局処務規程」を定めています。
②　議会事務局は、第１項によるもののほか、議会の政策立案、政策活動、調査活動等を補佐する役割
を担うため、体制の充実強化を図るものとしています。

③　議長は、法第１３８条第５項の規定により、議会事務局職員を任免することが規定されています。

 

【解　説】
①　議会図書室は、議員の調査研究に資するため、法第１００条第１９項に設置が義務付けられており、その
適正な管理とその充実を明記しています。

　　なお、管理、運営等については、「小金井市議会図書室管理規程」で規定しています。
　　議会図書室は、議員の利用に支障のない限り市職員及び一般市民も利用できることとなっています。
②　議会図書室の活用に当たっては、市長部局の情報公開コーナー又は図書館本館に協力を求めること
としています。

　第６章　議員の定数及び報酬 
 

【解　説】
①　議員定数は、本条例に規定した議会としての機能を果たすためにふさわしいものとすることを基本
に、法第９１条に基づき、「小金井市議会議員定数条例」により定めています。

②　定数の改正にあたっては、市政の現状及び課題を十分に考慮の上で、市民の意見聴取を踏まえて定
めることを規定しています。

 

【解　説】
①　議員報酬とは、法第２０３条に基づき、本会議や委員会への出席など市民の負託に応える議員活動への
対価として、議員に支給されるものです。

　　議員報酬については、「小金井市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例」で定めていま
す。

②　議員報酬の改定を行う場合、小金井市特別職報酬等審議会条例第２条に基づき、あらかじめ、当該
特別職報酬等の額について審議会の意見を反映するほか、市政の現状及び課題を考慮することを定め
ています。

　第７章　条例に関する研修及び検証 
 

【解　説】
　議員の任期開始後、速やかに、全議員を対象に、この条例に関する研修を実施（補欠選挙で初めて当
選した議員には、適宜、研修を実施）し、この条例の理念を議員間で共有することを定めています。
　講師は、正副議長、正副議会運営委員長の四者で協議し、決定します。

 

【解　説】
①　この条例が、目的を達成しているか否かを議会運営委員会で検証することとし、検証する時期につ
いては、定期的に行う検証と事態の変化に応じて必要に応じた検証を行うこととしています。

②　検証により課題や問題点が確認された場合は、迅速な措置を講ずるように定めています。

　第８章　委任 
 

　付　則 
 

　（議会事務局）
第１９条　議会は、議長の統理する事務を遂行するため、法第１３８条第２項の規定により、議会事務局を設
置する。

２　議会事務局は、前項によるもののほか、議会の政策立案、政策提言、調査活動等を補佐する役割を
担うため、体制を充実強化するものとする。

３　議長は、法第１３８条第５項の規定により、議会事務局の職員を任免する。

　（議会図書室）
第２０条　議会は、議員の調査研究に資するために設置する議会図書室を適正に管理し、その充実に努め
るものとする。

２　議会は、議会図書室の活用に当たっては、市が設置する情報公開コーナー等に対し、協力を求める
ものとする。

　（議員定数）
第２１条　議員定数は、この条例に規定した議会としての機能を果たすのにふさわしいものとすることを
基本とし、小金井市議会議員定数条例（昭和２６年条例第１４号）により定めるものとする。

２　議員定数の改正に当たっては、市政の現状及び課題を十分に考慮し、市民の意見を聴取した上で定
めるものとする。

　（議員報酬）
第２２条　議員報酬は、市民の負託に応える議員活動への対価であることを基本とし、小金井市議会の議
員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例（昭和３１年条例第２１号）に定めるものとする。

２　議会は、議員報酬の額の改正に当たっては、小金井市特別職報酬等審議会条例（昭和３９年条例第２６
号）第２条に規定する審議会の意見を反映するほか、市政の現状及び課題を考慮するものとする。

　（条例に関する研修）
第２３条　議会は、この条例の理念を議員間で共有するために、一般選挙を経た任期開始後、速やかに、
この条例に関する研修を行わなければならない。

　（条例の検証等）
第２４条　議会は、この条例の目的が達成されているか否かを、議会運営委員会において検証するものと
する。

２　議会は、前項の規定による検証の結果に基づき、適切な措置を速やかに講ずるものとする。

　（委任）
第２５条　この条例に定めるもののほか、必要な事項は、別に定めるものとする。

　（施行期日）
１　この条例は、別に規則で定める日から施行する。
　（経過措置）
２　この条例の施行の際、小金井市議会の委員会条例、会議規則等による手続その他の行為は、この条
例の相当規定によってしたものとみなす。



平成２７年（２０１５年）８月１１日発行－３－ 議 会 基 本 条 例 特 集 号

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　前　文 
 

　第１章　総則 
 

【解　説】
　前文に掲げた議会の決意を受け、条例制定の目的を明らかにしています。
　市民代表としての議会が、市民の負託に応え、市民福祉の増進と市政の発展に寄与することを定めて
います。

 

【解　説】
　この条文は、前文で表明した最高規範性を具現化するものです。議会に関係する他の条例、規則など
の制定改廃や運用にあたっては、この条例の趣旨を最大限に尊重し、整合性を図っていくものとしてい
ます。
　なお、法形式的には、この条例と他の条例との間に効力の優劣をつけることはできませんが、この条
例の制定目的と規定内容から、この条例は、議会における最高規範性を有していると考えるものです。

　第２章　議会及び議員の活動原則 
 

【解　説】
　議会の活動原則についての考え方を明らかにするとともに、議会活動の根拠として条例及び会議規則
を規定しています。また、議会の内規として要綱のほか申合せも定めています。

 

【解　説】
①　議会は、議案又は請願及び陳情を審議、審査するに当たり、議会としての機能を発揮するため、様
々な立場の議員が公平な発言の機会を認め合い、自由かっ達な議論を尽くし、よりよい合意形成を図
っていくことを定めています。委員会においては、自己の考えを自由に表明でき、活発な審査を行っ
ています。

　　質疑の目的は、議題に供されている事項への疑義をただすことであり、そのルールは、会議規則第
５３条に規定されています。
　　議会では議員の公平な質疑の場の保障の点から、決算特別委員会並びに予算特別委員会（当初予算）
では議長を除く全議員が出席することとしています。

②　議会は、お互いに相手の意見を聞き合い論点を整理し、合意形成に努めなければなりません。その
ための手段として議会では、議会運営委員会、委員会協議会、議員提出議案の審査等で、議員間の自
由かっ達な議論ができることを明記しました。

 

【解　説】
　議員としての基本姿勢、議会活動における原則を定めたものです。
　議員は、市民の多様な意見の把握に努め、個別的な事案の解決にとどまらず、市民全体の福祉の増進
を目指すこと。活発な調査活動に基づき、政策立案及び政策提言を積極的に行うよう定めています。議
員が予算を伴う条例案を提案するときは、必要に応じて市長と協議する。
　また、平成７年に制定した「小金井市議会議員の政治倫理に関する条例」を守るべきことと定めてい
ます。

 

【解　説】
　議会は、小金井市内に地震、風水害その他多数の市民の生命及び財産に影響を及ぼす災害が生じる状
況を想定し、「小金井市議会災害時対応マニュアル」を定めています。

　小金井市民は、直接選挙によって、市議会議員と市長を市民の代表として選出しています。議会は合
議制の議決機関であり、市長は独任制の執行機関です。
　議会と市長は、それぞれが、二元代表制に基づき、対等な関係に立ち、互いの役割を発揮し、市民福
祉を増進させる責務を負っています。
　議会にとって重要な役割は、多様な民意を持ち寄って、公開の場で議論を尽くすことにより、市長の
行政執行及び市政の課題について、その論点を明らかにし、市民にとって最善の内容で意思決定を行う
ことにあります。
　それらを実現するために、小金井市議会は、これまで市民に開かれた議会、自由かっ達な質疑を保障
する議会、少数会派の活動も認め合う議会を目指し、議会改革に努めてきました。
　地方分権の進展に伴い、地方公共団体の自己決定権が拡大する中で、議会は、市民の視点に立ちつつ、
議会としての自律性を高め、執行機関を監視し、政策を立案する活動を、より充実強化しなければなり
ません。
　また、議会の情報公開を推進して説明責任を果たすことや、市民の多様な意見をくみ取る努力が求め
られています。
　小金井市議会は、以上述べた議会の役割と使命を自覚し、地方自治の本旨の実現を目指し、ここにそ
の議会の最高規範としてこの条例を制定するものです。

　（目的）
第１条　この条例は、小金井市議会（以下「議会」という。）の基本理念、議会に関する基本的事項を定
めることにより、議会が市民の負託に応え、もって市民福祉の増進及び市政の発展に寄与することを
目的とする。

　（他の条例等との関係）
第２条　議会は、議会に関する他の条例等を制定し、又は改廃する場合においては、この条例との整合
を図らなければならない。

　（議会の活動原則）
第３条　議会の活動は、次に掲げる原則を基本とする。
　⑴　市民を代表する唯一の議事機関であることを自覚し、最善の判断及び責任ある活動を行うこと。
　⑵　公開性、公正性及び効率性をより一層確保し、市民に信頼される議会を目指すこと。
　⑶　市民の多様な意見を常に的確に把握し、政策立案及び政策提言にいかし、市政に反映させるよう

努めること。
　⑷　全ての会派が、意見の違いをお互いに尊重し合い、言論の府にふさわしい議会運営に努めること。
　⑸　小金井市議会の委員会条例、会議規則及び要綱等を定め、活動するとともに、それらを継続して

精査し、必要があれば見直しを行うこと。

　（議論及び討議の保障）
第４条　議会は、議事機関として議決責任を果たすために、その意思決定に当たっては議員の公平で自
由な質疑を中心とした議論の場を保障しなければならない。

２　議会は、論点の整理又は合意形成を図るために、各委員会を中心に議員間で討議を行うことができ
るものとする。

　（議員の活動原則）
第５条　議員は、次に掲げる原則を基本として活動する。
　⑴　市民の多様な意見の把握に努め、個別的な事案の解決にとどまらず、市民全体の福祉の増進を目

指すこと。
　⑵　活発な調査活動に基づき、政策立案及び政策提言を積極的に行うこと。
　⑶　小金井市議会議員の政治倫理に関する条例（平成７年条例第２７号）に基づき、市民に信頼される

議員活動に努めること。

　（災害時の対応）
第６条　議会は、大規模災害が発生した場合又は発生するおそれがある場合において、議会として的確
かつ迅速に対応するものとする。

 

【解　説】
①　議員が議会内での活動を円滑に行うために、会派を結成することを定めています。また、政務活動
費の交付は、会派に対して行われるため、１人でも会派として届け出なければならない。

②　会派は、基本的政策又は理念が一致する議員で構成する政策集団です。
③　会派の最少人数を１人とし、全議員が会派に所属することを定めています。
④　議会の申合せ事項に基づき、会派代表者会議（会派間の協議を行う場）への全会派の出席、本会議
及び委員会での発言機会（会派の人数にかかわらず、一般質問は毎定例会ごとに１人１時間。委員会
では会派の人数による時間制限は設けていないなど）において、会派の構成人数で不平等が生じない
ように定めています。

⑤　議会の円滑な運営と政策立案及び政策提言のために、必要に応じて、議会運営委員会、会派代表者
会議などで会派間の協議及び交渉を行い、議会の合意形成に努めることを定めています。

　第３章　市民と議会の関係 
 

【解　説】
①　前文の「市民に開かれた議会」を実現するため、会議の原則公開について定めています。
　　これまで小金井市議会は、常任委員会、議会運営委員会、特別委員会のほか全員協議会も公開して
きました。

　　公開の原則の具体的な内容としては、一般的には「傍聴の自由」「報道の自由」及び「会議録閲覧の
自由」です。小金井市議会では、さらにインターネットによるライブ配信及び録画配信（本会議、常
任委員会、議会運営委員会、特別委員会、各協議会）も行っています。なお、会議録は全文記録とな
っています。

　　本会議は、出席議員の３分の２以上の多数で議決した場合には、秘密会として非公開にすることが
できます。委員会での議決は、本会議における秘密会の議決のように特別多数議決を必要としません。

　　公開しない場合としては、個人情報がある場合、公開することによって個人の名誉を傷つける場合、
市の施策に著しい影響を与え市民の不利益になる場合等が考えられますが、その理由については、内
容に触れない範囲で理由を明らかにすることを義務付けています。

　　公開の原則及び秘密会の議決要件等は、本会議（法第１１５条）、常任委員会（小金井市議会委員会条
例では第１６条、第１７条）、議会運営委員会（小金井市議会運営委員会条例第１５条、第１６条）に各々規定
されています。

②　議会が、市民にとって傍聴しやすい環境を作るため、予算の範囲内で傍聴規則の見直しなど、さま
ざまな配慮に努めることを定めています。

 

【解　説】
①　議会は、市長から提案された議案について誠実に審議するとともに、各々の議員が市民との懇談な
どの手段により、意見を聴く機会を設けるよう定めています。

②　請願及び陳情を市民からの政策提案と位置づけ、議会の審議において誠実に審査することを定めて
います。

　　具体的な手法として、提案者の意見を聴く機会を設けることを定めており、希望すれば審査前の委
員会協議会において、請願者又は陳情者（請願又は陳情が複数人による場合は、それぞれ各１人）は
意見陳述を行うことができます。また、これまでも有志の議員で懇談を行っています。

③　議員又は委員会が条例等の政策立案及び政策提言をするに当たって、各々の議員が市民との懇談な
どの手段により、意見を聴く機会を設けることができると定めています。

 

【解　説】
　公聴会制度は、本会議及び委員会において、議案または請願及び陳情を審議、審査するに当たって参
考とするため、利害関係者や学識経験者等から意見を聴くものです。市民参加の機会の拡大や審議を活
性化させるため、積極的に活用していく趣旨で規定しています。
　参考人制度は、本会議及び委員会において、地方公共団体の事務に関する調査または審査のために必
要があると認めるときは、参考人の出頭を求め、その意見を聴くことができるものです。公聴会制度同
様に、積極的に活用していく趣旨で規定しています。

 

【解　説】
①　議会は、市民の知る権利を保障するために、議会と市政についてわかりやすい情報提供をし、議会
報やホームページなどを活用した、広報活動及び広聴活動の充実に努めなければならないことを定め
ています。

②　広報活動及び広聴活動の体制の整備に努めなければならないとしています。
　議会では、議会報の編集及びホームページを所掌する会議規則第１１９条第１項に基づく正式な協議の
場として、広報協議会を設置しました。

　　なお、広聴活動については、議会運営委員会等で引き続き協議していきます。

 

【解　説】
①　議会は、市民への説明責任を果たすために、地域で直接市民に対し議会の活動の様子を知らせると
ともに、議会を身近なものにするために、議会報告会を年１回以上開催することを定めています。

　（会派）
第７条　議員は、議会活動を行うため、会派を結成するものとする。
２　会派は、基本的政策又は理念が一致する議員で構成するものとする。
３　議員は、一人の場合においても、会派として届け出なければならない。
４　議会は、議会運営等において、会派に所属する議員数にかかわらず全会派の活動を保障し、会派間
の公平性を確保しなければならない。

５　会派は、議会運営、政策立案及び政策提言に関し、必要に応じて会派間で協議を行い、合意形成に
努めるものとする。

　（市民に開かれた議会）
第８条　議会は、本会議、委員会及び全員協議会を原則公開とする。ただし、公開しない場合について
は、その理由を明らかにしなければならない。

２　議会は、市民が傍聴しやすい環境を整えるよう努めるものとする。

　（市民の声を反映させる議会）
第９条　議会は、市長から提案された議案について、誠実に審議するとともに、議員は、必要に応じて、
市民の意見を聴く機会を設けるものとする。

２　議会は、請願及び陳情について、次に掲げるところにより、市民からの政策提案として、誠実に審
査するものとする。

　⑴　請願者又は陳情者から申し出があった場合は、その趣旨について陳述する機会を設けること。
　⑵　請願又は陳情の審査に当たって、必要に応じて、市民の意見を聴く機会を設けること。
３　議員又は委員会は、条例等の政策立案及び政策提言をするに当たって、必要に応じて、市民との懇
談などの手段により、意見を聴く機会を設けることができる。

　（公聴会制度及び参考人制度を活用する議会）
第１０条　議会は、公聴会制度及び参考人制度を積極的に活用するよう努める。

　（広報活動及び広聴活動）
第１１条　議会は、市民の知る権利を保障し、議会と市政に関心を高めるため多様な方法を用いて広報活
動及び広聴活動の充実に努めなければならない。

２　議会は、前項に規定する目的を達成するため、体制整備に努めなければならない。

　（議会報告会）
第１２条　議会は、市民への説明責任を果たすため、議会報告会を年１回以上開催するものとする。
２　議会報告会に関し、必要な事項は、別に定めるものとする。

小金井市議会基本条例（案）の条文と解説



議 会 基 本 条 例 特 集 号平成２７年（２０１５年）８月１１日発行 　－４－

議会基本条例制定に向けた
これまでの歩み
※講師の肩書きは講演当時のもの

２０１２年 ２０１３年２０１１年 ２０１５年２０１４年 ２０１６年

市民の声を聴取 議会基本条例の本旨をいかし、市民
福祉の増進と市政の発展に寄与

７月

議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て

「
議
会
基
本
条
例
の
策
定
に
つ
い
て
」調
査
を
開
始

７月

議
会
基
本
条
例
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

基
調
講
演　

山
梨
学
院
大
学
教
授　

江
藤
俊
昭
氏　

　
　
「
ど
う
変
え
る
？
ど
う
変
わ
る
？
私
た
ち
の
議
会
」

５月

議
会
報
告
会（
試
行
）

　

議
会
基
本
条
例
策
定
の
参
考
と
す
る
た
め
議
会
報
告
会
を
開
催

３月

議
員
研
修
会　

東
京
財
団
研
究
員　

中
尾
修
氏

　
「
全
国
に
広
が
る
地
方
議
会
改
革
ー
議
会
基
本
条
例
か
ら
考
え
る
」

　
（
終
了
後
、市
民
と
議
会
と
の
懇
談
会
）

１０月

議
員
研
修
会　

法
政
大
学
教
授　

廣
瀬
克
哉
氏　
「
議
会
基
本
条
例
の
意
義
と
役
割
」

３月

「
議
会
基
本
条
例
の
制
定
へ
向
け
た
具
体
的
な
調
査・検
討
を
求
め
る
陳
情
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓　

賛
成
多
数
で
可
決

７
月
末
ま
で
に
37
回
開
催（
継
続
中
）

４月

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト「
市
議
会
に
対
す
る
市
民
の
意
識
調
査
」を
実
施

１１月

市
議
会
の
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
中
継（
試
行
）開
始

８月～９月

議
会
基
本
条
例（
案
）に
つ
い
て
の
市
民
説
明
会（
２
回
）

議
会
基
本
条
例（
案
）に
つ
い
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

３月

小
金
井
市
議
会
基
本
条
例
の
制
定（
予
定
）

１１月

議
員
研
修
会　
（
財
）地
域
開
発
研
究
所
主
任
研
究
員　

牧
瀬
稔
氏

　
「
議
会
基
本
条
例
の
論
点
整
理
」

１０月

小
金
井
市
議
会
基
本
条
例
策
定
代
表
者
会
議
を
設
置

市議会に対する
市民の意識調査について
　市議会に対する市民の意識調査を、２０１２年４月下旬から５月上旬
にかけて行いました。その結果から、以下に示すように、市議会議
員の活動自体が市民にあまり知られていないなど、いくつかの課題
が浮き彫りになっています。

　８月２９日（土）からのパブリックコメント実施にあたって、市民
説明会を開催します。
　皆様のご参加をお待ちしています。

＜第１回＞
日　時：８月２９日（土）午前１０時～正午
会　場：萌え木ホール（商工会館３階）

＜第２回＞
日　時：９月６日（日）午後４時～６時
会　場：萌え木ホール（商工会館３階）※手話通訳・保育あり

費　用：無料
定　員：８０人　※直接会場へ（当日先着順）
その他：▷両日とも同様の内容です。▷９月６日は、手話通訳・保

育あり（保育は、８月２８日までに要事前申込）

　小金井市議会では、この条例（案）に対し、市民の皆様のご意見
を募集します。

期　　間：８月２９日（土）～９月２８日（月）
対　　象：市内在住・在勤・在学の方、市内に事務所や事業所を有

する法人またはその他の団体
配　　布：議会事務局（市役所本庁舎４階）、広報秘書課広聴係

（市役所第二庁舎１階）、情報公開コーナー（同６階）、
公民館各館、図書館本館などの市内主要施設のほか市ホ
ームページでも公開します。

提出方法：８月２９日～９月２８日に、直接、郵送、ファクスまたは市
ホームページ専用フォームで議会事務局へ。

問合先　議会事務局庶務調査係（〒１８４−８５０４住所不要　☎０４２−３８７−９９４７　FAX ０４２−３８７−１２２５）

市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民説説説説説説説説説説説説説説明明明明明明明明明明明明明明会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催ししししししししししししししまままままままままままままま市民説明会を開催しますすすすすすすすすすすすすすす
小小小小小小小小小小小小小小金金金金金金金金金金金金金金井井井井井井井井井井井井井井市市市市市市市市市市市市市市議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会基基基基基基基基基基基基基基本本本本本本本本本本本本本本条条条条条条条条条条条条条条例例例例例例例例例例例例例例（（（（（（（（（（（（（（案案案案案案案案案案案案案案小金井市議会基本条例（案）））））））））））））））パパパパパパパパパパパパパパブブブブブブブブブブブブブブリリリリリリリリリリリリリリッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククココココココココココココココメメメメメメメメメメメメメメンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトパブリックコメントををををををををををををををを

実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施ししししししししししししししまままままままままままままま実施しますすすすすすすすすすすすすすす
皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆様様様様様様様様様様様様様様ののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごご意意意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見見見皆様のご意見ををををををををををををををを

おおおおおおおおおおおおおお寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄せせせせせせせせせせせせせせくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだささささささささささささささお寄せくださいいいいいいいいいいいいいいい

空欄その他
（2.4％）

知らない
（56.9％）

知っている
（40.7％）

※市民アンケートの結果の詳細は、
小金井市ホームページ議会事務局の
ページに掲載しています。

【設問】市議会議員がどのような
活動をしているか知って
いますか？


